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「王931年か ら香港私立学校は廣東省教育庁に認可申請するようにな り」、認可が下 りると「私立学




比較的規模が小さい学校 も学費を上げている。一(中 略)一 。だいたい20%の 値上げが普通であ
る。学校では、毎年、平民への優待のため多 くは学費を半額にしていたが、現在これ らの多 くの
学校は、学費半額の優待を受けた児童に、全額払なければ退学だと勧告 した。 しか しこれ らの児
童は貧 しく、一時に払うのは難 しいので多 くは退学させ られた。また、若干の学校は、児童が入
学申請書を出す時、学費を高 くすることを明示せず、払うときに初めて学費値上げをいうので保
護者はこれに対して多 くの不満を持っている」(星島日報、1940年3月4日)(方 駿 ・麦肖玲 ・熊賢
君 『香港早期報紙教育資料選萃』湖南人民出版社、2006年5月 、p.543)。
　 1941年12月 一1945年8月 の 日本占領時期、 日本が設立 した初等教育機関には、香港国民学校が
あ り、 日本人子弟を対象 とした学校ではあったが、台湾 ・朝鮮人児童の入学試験を行い、(香 港
日報記事:42名 の受験生のうち31名)入 学させている。1943年11月1日 、香港国民学校九龍分教
場も設立された(1943年10月28日 華僑 日報)。















特に国民学校、官立東亜学院、香港大学などの初等 ・中等 ・高等教育機関の状況について詳 しく
言及している。
　 張慧真 ・孔強生(日 野みどり訳)『日本占領期香港の子 どもたち　学びと暮 らしのオーラルヒス
トリー』は、当時の子 どもたち ・教員が、占領時期にどのような生活だったのか、またその後 ど
のような人生を経たのか、本人か らの証言をまとめたものである9。









































いた(華 僑 日報1943年1月7日)。 私立学校規制があ り、 この点について、文教課の管理強化を
読み取 り批判する研究 もある14が、認可 した学校 には補助金を与えていた。「当局は積極的に華
僑教育を推進 し、特にすでに授業を行 う正式に認可 した私立学校に毎年25万 円、を昨年10月 か ら
4期 に分け補助することを決定 した」。
しかし、校長会は補助が支給 されても、教員の生活維持のため学費を上げざるを得ず、そこで
保護者の負担軽減のため、「小学校1,2,3,4年 は毎学期(6月 から)12ヶ 月(以 前は18ヶ 月)、
高等小学校は15ヶ 月(以 前は24ヶ 月)、初級中学は18ヶ 月(以 前は30ヶ 月)、高級中学は24ヶ 月(以
前は36ヶ 月)」と、就学期間を短縮するという特例を示 した(華 僑日報1943年1月21日)。
3・ 学費免除生
ただでさえ就学しない児童が多い中、關禮雄によると、「貧困家庭の負担 を軽減するため、「華
民慈善総会」は小、中学校 に学費免除枠 を若干設ける援助をした。しか し、「これはないよりま















照らして、免除生の学費を支給することを最終決定 した。香港地区は200名 、九龍地区は120名 で、












貧 しい児童で、性別は限らず、試験を受けたい者は、申し込みの時、姓名 ・年齢 ・籍 ・住所、




選で採るほか、2年 生一4年生は一律試験で新入生を採る。成績優秀な者は正取生一(中 略)一 、
その成績が比較的良い者は備取生となり、本会が教育経費を増や した時、各学年の備取生を入学














大勢の貧しい子 どもの就学 をという希望もあ り、華民慈善総会は学費免除生数を増や した。「香
港華民慈善総会は免除生の選定を経て、500名 に免除生を増やした。香港地区に300名 、九龍地区
に200名 配分する。各児童の書いた志願書によって学校を選定する。香港地区は15校 に配分、1
年生は104名 、2年 生86名 、3年 生55名 、4年 生52名 である。華民慈善総会は、昨日公告 したよ
うに、合格 した児童に、すでに入学手続きの書類を送った。本月15日 一17日、証明書 をもって、
各合格者が当日昭和通 り太子行3階 の香港華民華民慈善総会内に行き、一(中 略)一 、本人から
受験香号、姓名、学校、年齢の詳細を聞き取 りする」(華僑 日報1943年3月12日)。
華民代表陳廉伯は、「今回香港 ・九龍地区で試験を申し込んだ者は860余 名、試験を受けた者は
その9割 以上で、これは各児童が勉強 したいもの、 と見ることがで きる。華民慈善総会は、は じ
















毎年貧困児童1,000人 に学費を与え、6月 学費が値上が りするのが決定 した後、総会の負担が重い
ので、教育代表が、平民児童の学費はしばらく値上げしないヽ と各校の同意を得た」19。
しか し、香港占領地総督部文教課は学費を値上げした。
「1944年6月 、文教課は通知を出 した。 もともと学費は、1943年4月 か ら初級小学毎月3元 、
高級小学3.5元、初級中学4元 、高級中学5元 の4級 に分かれ、当時毎月各級で1元 学費を値上






「卒業 してから、継続 して学校に通う免除生の家族の状況は、昨 日、区役所が区内の連絡員を




督が子弟の教育問題 を問われると、政府はその間題に対 して積極的に応えるとの見解を示 した。
東区の何灘区長は、「東区は76,000人の人口」で、「人口は多いが、わずかに学校が一校始業 した
ばか りである」と報告 し、「政府が多 く学校を設立することを請願 した」。総督は、「この問題を
考慮 し、保護者が子弟を入学 させるため指導する」と述べた。「何区長は、3校 を増設 したいと
言い、総督は、現在学費は高く、出費が多 く、政府が公立学校を設立すれば、学校が広 く行 き渡























「中区区役所 は教育の普及のため、現在、平民学校 を運営 しているが、場所の問題でまだ解決















余、漁民1万□ 余人、その中で学齢期の児童が10分 の1以 上で、一部分が漁業の手伝いをするほか、
多くが根拠地で寄港、就学している。ただ?箕 湾区内にわずか小学校1校 があるだけで児童を収
容するのは難しい。組合が漁民の求めに応 じ、すでに成立している?箕 湾行業組合 日語学院を漁
民小学校に拡大し、漁民の子どもの就学の便 とな り、漁民の基礎教育を発展 させ、将来の漁民の




免除生に援助する。現在、児童を募集 し始め、先に初級1、2、3、4年 の計30名 に6力 月の学








1944年 から、米の価格 と均衡を保つ学費の支払いを必要 としたため、2ヶ 月ごとに学費が改定
されることになる。1ヶ 月前に学費の値上げをするか どうかが保護者に通知されることになった。
按金の制度ができ、学費のほかに1ヶ 月分の学費を上乗せする制度ができた。
「香港 ・九龍地区の各校は連合で下学期の(1944年 度2学 期)の 学費を改定するが、すでに各状
況については前に報告している。一(中 略)一 。2ヶ 月で1度 学費を納めるのは、その額がだい
たい標準米の価格 と均衡となるためである。糧食の価格変動が大きくなければ、2ヶ 月で改める
ことはない。支持できないことは認めるが、校長会月会で、1ヶ 月前にどの程度学費を上げるの









知 らせ、あとあと次の学期で追徴 しない」(華僑 日報1944年1月5日)。



















1944年 になると、学費の相次 ぐ値上が りで華民慈善総会の学費負担が重いため、その記事 も、
華民慈善総会が何 とかその経費は確保で きそうだというものか ら、徐々に経費の確保 も難 しく、
段階的に免除生制度を廃止 していく状況を述べるものとなってい く。
「学費改定後、小学校の全期で学費は360元 、現在900名 の免除生で総計32万4000元 で、この数
字は大 きいが、総会は計画では負担は難しくないとしている」(華僑 日報1944年1月13日)。 しかし、
華民慈善総会は、収入 ・寄付の5分 の1、 山口月郎の寄付20万 元、陳廉伯の寄付、その他の寄付
金を免除生の学費に当てたが、それでもさらに寄付が必要な状況であった。華民慈善総会の経費
にも限度があり、小学1、2年 生の免除生制度を停止 し、その他の学年についても2ヶ 月を限度




生はしばらく補助 を停止、そのほかの2、3、4、5、6年 はしばらくは学校 に行けるが、補助
は2ヶ 月を限 りとした。期限が満了となったら、華民慈善総会は経費の如何を再び状況を斟酌 し
処理する。一(中 略)一 。上学期、免除生は899名 で、そのなか1、2年 生は約4割 一5割 で、
それゆえ下学期は全免除生の中で400人 ほどが学校 に行けない。その他は学校に行けるが2ヶ 月






の直系の家族、父母 ・妻 ・子 どもには配給、学校職員については(事 務会計および使用人らの家













70-80%増 えることになった(華 僑 日報1944年6月20日)。










「香港 ・九龍地区の各華僑学校が学費を上げるのは、今度ですでに3回 目である。前2回 は原
則一律学費を上げることになっていたが、当時、華民慈善総会が児童に補助をしたので各校は特
に値上げをするところは多 くなかった。支出も相当大きいが、寄付も集まり、華民慈善総会が節










の 指 示 に従 う とい って い るが 、 給 料 を上 げ る こ とで、 そ れ に対 応 しよ う と してい た。
「本 月 よ り毎 日米糧 配 給 量3両2、 配給 は設 立 者 、校 長 、教 員 、事 務 員 、給 仕 等 で、本 人 に 限 る 。
一(中 略)一 。 本 月 よ り教 員 、 事 務 員 、 給 仕 は も と も と の給 料 よ り2倍 、 給 料 が300元 の 者 は本
月以 降600元 に 上 が る 。 この 方 法 に、 各 校 当 局 は大 体 同 意 を した が 、 実 際 の 状 況 に合 わ せ るた め 、
原 則 は こ れ で決 定 だが 、 各 校 が 実情 に よっ て改 め る 」(華僑 日報1944年12月2日)。
1945年 に な る と、 これ 以上 は 学 費値 上 げ をで きず 、現 物 で 学 費 に加 え て持 っ て い く こ とに な っ
た。 そ れ は教 員 の食 料 と な る もの で あ っ た。 「6月 分 か ら再 び小 学 ・中 学 の 学 費 を上 げず 、小 学
生 は毎 月 白 米1斤 、 中学 生 は毎 月1斤 半 を徴 収 す る」(華僑 日報1945年5月30日)。
1945年6月29日 、香 港 臨 時 教 育 策 新 会 第1回 会 議 が 開 か れ 、 「1.教 員 の生 活 待 遇 の保 障 、2.
学 校 経 営 の 困 難 へ の援 助 、3.教 師 夏 期 講 習 会 を組 織 、 夏 休 み 期 間 で 教 員 養 成 」が提 唱 さ れ た。
そ して、 教 師 の 生 活 の 保 障 問題 に 関 して、 香 港 臨 時 教 育 策 新 会 は、 「成 績 が よ い学 校 の 成 績優 秀
な教 師 に米 糧 を配 給 す る」と決 定 した が ヽ 実 際 に配 給 にあ た っ た か ど うか は 定 か で は な い 。
お わ り に
1943年 、1,000人 の学 費 免 除生 が い た。 しか し免 除生 は 区 役 所 の 推 薦 な ど、 日本 側 と関 係 が あ
る者 しか そ の機 会 に恵 まれ な か っ た こ とか ら、 免 除生 制 度 は 中 国 人 底 辺 層 の 管 理 強 化 の 一 面 も
あ っ た2正。 また 、 日本 占領 時 期 に は、 キ リス ト教 団 体 の ほか に、 仏 教 団体 が 、 孤 児 が 生 活 す る術
を 身 に 付 け る機 会 を提 供 して い た。 そ の 点 、 日本 の 東 西 本 願 寺 、 そ の 他 仏 教 団体 が香 港 に進 出、
日本語 学 校 の 設 立 は 占 領 以 前 か ら行 わ れ て い た が 、 学 費 の 援 助 に関 す る記事 が 新 聞 に 掲 載 され て
い な か っ た 。 これ に つ い て は、 今 後 の 検 討 課 題 と した い 。
(本稿 は1平 成21年9月 教育史学会第52回 大会(青 由学 院大学)「 田本占領時期香港 における教育」の発表
原稿 に加 筆修正 した ものであ る)。
本研 究は、平成20年 度科学研究費補助金(若 手研 究(B))「 中国 ・台湾の教育近代化 と少年犯罪一 近代 日
本の影響一 」(研究代表者 ・山田美香、課題香号18730508)に よるもので ある。
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